





On the Treatment of Rayon with Synthetic Resins by 
Means of an Improved Method. CXID 
On the Trial Productions of Resin Treated Rayon Yarn and Tow by 
the Special Method on a Semi-Industrial Scale and of the Blends and 
also of the Carpet and some other End Products therefrom. (TI) 
--Presiton/Teviron 50/50一一
Narao SAITO et a1ii 
87 
The special method adopted and developed by the present author is especially sui table in 
the case of blends with those synthetics that are too sensitive to heat treatments. 
It involves the dyeing and resin treatment of rayons in tow form， as described in the fore-
going paper， prior to the spinning through tow-to-top converting system， and then blending with 
those low temperature softening synthetics. 
This method can be expected to afford much more effectual results than the conventional one 
that purports the dyeing and the resin treatment after blending (i. e. those treatments on the 
blended yarns or fabrics)， because of the fact that in the latter case much limitation in treatments 
is inevitable owing to the different components and the low heat resisting property of the material 
in question; and only halfway treating methods are usual1y allowed. 
The theory here claimed is best demonstrated in those most illuminating and pronounced 
examples shown in the present paper in the cases of blends with “Presiton"， the resIn teated 

















2年前の 1-2月頃，所謂神武以来の不況の到来する前に，著者の一人は Rayonの tow状特殊
樹脂加工による高度改質と各種繊維特に合成系との混用に関して一新方策を提案し，化識の今後の
進むべき一つの道を発表した。そして昨年はその tow状樹脂加工の中間試験について大要を報告し






























又 d，f， gは比較的新らしい方法ではあるが， e， fに於いてはやはり混紡糸又はそれの布を樹
脂加工しなければならない。従って是等の場合に於いては混用のものの両者の成分の何れに対して
Rayonの樹脂加工に関する研究(第12報〉 89 
も共に染色乃至加入じ上の最適条件を見出す事は殆んど不可能に近く ， 通'l l~~ は ー ー種の妥協的な条件で
染色乃至加工処浬を施す事が強いられている白然るに本報の a法に依れば紡結前に染色も樹脂加工
も行うのであるから前記b-f法に見られる以な制限を受けない。 従ってそれ等の制約からする技





於いては，こ のa法の効果は最も大きく i時に絶対的な優点をもつものである。 この方法は我々が昭


























































































































































































































































































































~ÎJ 報に於いての)Jr1てを施 した各椅の tow を用い Pacific converterを経て後 Tevironと混紡 し，
ゆくの 4種以の糸，ftlJち PCY-1，PCY-2， PCY-3， PCY-4を引た。それ等の杭々の条件は第 1
表に燭げナこo PCY-Oは遂に糸にならなかったものであるが，それ等のデータは甚だ参考になるo
即ち SB-1の towが糸にならなかったのは，converterで波型付けをする[1寺に折れたのであろう
が， この事はこの試料の結節強力が最小であった事及びその towで-作った電着 Pile布の Pileが
90 福井大学工学部研究報告第8巻第 1・2号






















PCY -1 FD-b 15d 1/5 ピンク箱ふり
Teviron 7 
PCY-2 
SC-1 15 Sirius Grecn BB 100 
SA-1 8 Sirius Rubin 100 
薄赤茶
FD-2b 8 Sirius Black K 50 青霜 ふり - I -. -~~ ~.U~" .u.. 
Teviron 7 I 白 50
SB-1 8 Sirius Grecn BB 50 緑 - I --. ---. _u ~~ 
Teviron 7 白 50
発 工業化試験の~~; 1報(連報館11報) 福井大工報，第7巻1，2号
制 鈴;ll報の第8表 cure条件の欄の流速12とあるは前後の関係からも明ら
註 誌に報ぜられているものの結節強度の一般に低いのは tow染色む jigger式で行い甚しく tensionがかか
1/5 
?
PCY -3 1/32 
PCY -4 1/32 
PCY-5 紡績不能
T. N.S 試験機の丸型摩粍子上に固定して一定の木綿布で摩粍試験を行っ完際の摩粍による JJç~落率
が余 り甚しかった事 ともよく 一致するo そしてこの結果からは，第 1表に便立上再録 したが tow
の予備加熱時間が8deにしては少 しばかり永すぎた感があり，特に cureの温度に対して， 時聞は
少々危険な所(通常10分間以内に対し121/5分)に突入 していたのではないかと考えられるo 樹脂
濃度及びI-jI間乾燥条件からも余り良い結果は期待出来ない 事も考えられる。 特に興味ある 事には，
























46. 0 18. 1 I 6. 6 I 3. 9 I 1. 47 (財1.60 (河) I 1300Cx 2T1
ー0.424 (g/d) I 未処理(1.32) (1. 44) I 1 ，){¥or''''' v. ? I 15% 
1300CX11t 
21.4 I 16.0 I 2.2 日1.66 2.37 I 1300Cx 2ι( 
I 0.255 (g/d) I 未処理(1.23) (1. 30) I 
1300Cx 12分
- I = I 11300Cて-
13.4 2.0 .. 1 9.6 I 甚だ多し I 1300Cx 2市 I 10% 





















実験したが 3kgでは 1000[i'i!までではどちらも大差なしこの写真のものからは Presiton/Teviron
のjjがモヘアよりもしっかりしている様である白((7)及び (8)比較〉
2kgの試験では，写真 (3)のモヘアでは2400回で既に綿布の方が明らかに少し破れ出している
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@時‘時 . ， 
(2) (3)(4〉 (5〕 (6) (7〉 (8)
摩粍に用いた木綿布が，破れる度合はモへアの方が甚しいo liJちモヘアの方が)辛粍す心不1・をよりよ
く{おめるという事に日。(3 )と (4)，(5)と (6)参14。 V 



































































ぐi) Tufted carpet 
第 1表の PCY-l，PCY-2，及び PCY-3の3者を用いて tufted carpetを試作した。これは
住江織物の住吉工場でデザイ yされたものであって






























































¥試料記号 wool/ wool/ 
荷重¥ /PCY -3 /PCY -4 
500g 270.80 (回復角経十緯) 3000 (回復角経+緯〉
1000g 272.0 2940 
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興味ある布質固定が最も簡単な方法で得られる。即ち或種の しぼ模様を現出 し， 又同時に第三次元









1. 本報に於ける tow状先染先樹脂加工後の tow-to・topconverting systemによる紡績混紡を行
い，然る後製織及び製品をつくる方式は特にTevironの様な低軟化点繊維を含む混紡或いは交織布
の樹脂加工に於いては，殆ど絶対的に有利であり，最も優秀な改質加工が出来る事を説明した。


















即ち SB-l印の8dtowは遂に Pacificconveterによる紡績は不可能であった。又， 8 dのもので，









1. 斉藤楢夫 rレイヨシの高度改質の新方式と各種繊維特に合成系との混用J，帝人タイムズ No.296， 7 
(1957) (昭和32年3月号)
2. 1/ :同上，特に13頁参照
3. /1 及び小谷恭平 rレイヨシの樹脂加工に関する研究(第2報)J，福井大学工報第2巻第2号 p.97
4. 1/ 及び外 rレイヨンの樹脂加工に関する研究(第11報)J一一(中間工業規模に於ける Rayontow 
の試験)，福井大学工報第7巻 1，2号(昭和33年)
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